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適用製品：Ｎ－アセチルノイラミン酸硫酸エステルを有効成分として含む、白血球増加剤

及び／又は造血幹・前駆細胞の骨髄から末梢血への動員剤。 

 

【１】目的 

Ｇ－ＣＳＦ製剤の投与に比べて経済的であり副作用の軽減化された白血球及び／又は造血

幹・前駆細胞動員剤、詳しくは白血球増加剤及び／又は造血幹・前駆細胞の骨髄から末梢

血への動員剤を提供する。とりわけ、Ｇ－ＣＳＦ製剤を造血幹・前駆細胞の動員剤として

使用する場合の頭痛、発熱、骨痛等の副作用が軽減化された製剤を提供する。 

【２】効果 

本発明のＮ－アセチルノイラミン酸硫酸エステルを有効成分として含む製剤は、単剤で投

与しても、末梢血中の白血球の増加効果及びコロニー形成細胞（ＣＦＵ－Ｃ）を増加させ

る。これにより白血球増加作用及び造血幹・前駆細胞の骨髄から末梢血へ動員作用を有す

るという効果を有する。また、Ｇ－ＣＳＦ製剤の代替品としても有効であり、Ｇ－ＣＳＦ

製剤と併用使用とした場合は、Ｇ－ＣＳＦ製剤の投与期間の短縮、使用量の軽減を図るこ

とが可能である。すなわち本発明の動員剤の使用は、Ｇ－ＣＳＦ製剤の単独使用に比べて

患者負担が軽減化され、経済的にも優れている。 

【３】技術概要 

本技術は、Ｎ－アセチルノイラミン酸硫酸エステル［化１］を有効成分として含有するこ

とを特徴とする白血球及び／又は造血幹・前駆細胞の動員剤であり、好ましくは白血球増

加剤である。図はＮ－アセチルノイラミン酸ホモポリマー硫酸エステルのコロニー形成能

及び白血球増加効果を示す。 
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